
学生ボランティア団体登録申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　高度教養教育・学生支援機構　機構長　殿

	団　 　体　 　名
	

	代 　表   者
	氏　　　　名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	学部等・学籍番号
	

	
	住　　　　所
	〒

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	


　　　　　　　　　　　

ボランティア活動を行うため、下記のとおり、学生ボランティア団体登録について、（　新規　・　継続　）申請しますので、許可願います。
　　　　　　　　　　  

記

	設立年月日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	目的
	

	活動内容とその社会貢献性および教育効果
	

	会員数
	　　　　　　　人

	顧問教員
	氏　名　　　　　　　　　　　
	部局名・職名
	

	
	メール
アドレス
	内線番号

	
	氏　名　　　　　　　　　　　
	部局名・職名
	

	
	メール
アドレス
	内線番号


※１　申請にあたっては会員名簿（指定の書式あり）及び規約、前年度活動報告書、本年度活動計画書（それぞれ任意の様式）を添付すること。
※２　顧問教員欄は、顧問教員が自署（代筆不可）すること。複数の顧問教員がある場合は、２名まで記入すること。

※３　登録申請書に関して取得した個人情報は、ボランティア活動に関する支援の目的以外に使用することはありません。
※４　登録された場合の有効期間は、許可を得た日より1年とする。
	【大学記入欄】審査結果
	　 年　 月　 日
	□登録対象外　□不許可　□許可


申請に当たっての留意事項
１．申請書の作成・申請にあたって　
　
　・
申請書は手書きないしワープロソフト等で作成すること。ただし顧問教員欄は、必ず顧問教員の自署（代筆不可）により氏名と部局名・職名、メールアドレス、内線番号を書いてもらうこと。
　・
「活動内容とその社会貢献性および教育効果」の欄については、「東北大学学生ボランティア活動に関わる支援等の目的と基準」の「支援等の対象となる活動」を良く読み、記入すること。
　・　申請にあたっては会員名簿（指定の書式あり）、ボランティア活動における事故の連絡について（指定の書式あり）、規約（任意の様式）、前年度の活動内容（任意の様式、申請前に活動実績がある場合提出）、今年度の活動計画書（任意の様式）を添付すること。
２．登録申請を受理しない場合　
次の各号のいずれかに該当する場合は、登録申請を受理しない。
１　申請書その他の必要書類に不備がある場合
２　申請が、虚偽・偽装その他真実でない内容を含むと判断される場合

３　登録申請を行った団体が、過去に次のいずれかに該当する活動を行ったものとして学生ボランティア団体として適当でないと認められる場合
(1)　本学が定める規則等のルールを遵守せず、又はこれに基づく職員の指示等に
従わないもの
(2)　法令に違反する活動を行ったもの
(3)　営利を目的とした活動を行ったもの
(4)　その他登録団体として不適当と判断される活動を行ったもの
３．登録団体として認められない場合
団体の活動内容が「東北大学学生ボランティア活動に関わる支援等の目的と基準」に定める「支援等の対象となる活動」に該当しない場合、あるいは「支援等の対象とすることができない活動」に該当する場合は、学生ボランティア団体として適当でないものとし、登録を認めない。この場合において、新規申請の団体にあっては登録を行わず、既に登録された団体にあっては、登録を抹消するものとする。
　　東北大学学生ボランティア活動に関わる支援等の目的と基準

平成３０年　２月２３日　学生ボランティア活動支援委員会

１．東北大学学生ボランティア活動に関わる支援等の目的

　東北大学高度教養教育・学生支援機構（以下「本機構」という。）では、東北大学生が、自主的に地域的・社会的課題の解決に取り組むことを通して、教育と成長の機会を得ることを目的として、東北大学学生ボランティア活動に関わる支援等を行うものとする。

2．支援等の対象となる活動

　支援等の目的を達するため、以下の各号の基準に該当するボランティア活動について、本機構では支援等を行うものとする。

（1）
参加する学生が自発的な意欲で参加し、自主的に取り組める活動であること。

（2）
活動する学生および活動を行う団体の構成員以外の福利を増進するとともに、何らかの地域的・社会的な課題の解決や価値の創造に取り組む活動であること。

（3）活動に参加することで、学生が教育や成長の機会を得られるような活動であること。

3. 支援等の対象とすることができない活動

　ボランティア活動に参加する学生の自主性および心身の安全ならびに健全な学生生活を保護し、また学生の活動により地域住民や社会が不利益を被ることのないように監督し、また東北大学の国立大学法人としての公平性・中立性を守るため、以下の各号の基準に該当する活動は支援等の対象とすることができないものとする。

（1）心身の危険が伴うと懸念される活動

（2）経済的搾取が懸念される活動

（3）学業等に支障を来たす活動

（4）責任体制や危機管理体制、事故に対応する保険等が不備ないし明確でない活動

（5）法令等に違反する活動、有資格者が行うべきことを無資格で行う活動

（6）反社会的勢力に関係する活動

（7）活動する地域の住民等の利益を不当かつ明確に損ねる活動

（8）特定の政党や政治家等への支持を集めるための活動

（9）特定の宗教や教義を布教するための活動

（10）営利を目的とする活動

（11）その他、学生ボランティア活動支援委員会が不適当と判断する活動
4．支援等の可否判断 

　前記の基準に照らして、具体的な支援等の可否および内容の判断は、課外・ボランティア活動支援センターで行うが、判断が困難な場合は、学生ボランティア活動支援委員会で審査する。

